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深海画像データベースより FROM http://w3.jamstec.go.jp/dsidb/

「今、深海は・・・」

マリアナトラフ南部熱水域で見られるウミエラの一種

（水深1．524m、「しんかい6500」YK96－13 DlVE No．00353マリアナトラフ　南部熱水域　3P）

インターネットで海底へ、深海画像データベースとは？

海洋科学技術センターでは、有人潜水調査船「しんかい2000」や「しんかい

6500」、無人探査機「ドルフィン－3K」、「かいこう」などにより、深海底の映像資料を

収集してきました。この膨大な画像をデータベース化し、各種条件による検索を

効率的におこなうことを目的に開発したのが深海画像データベースです。登録画

像数は平成13年8月時点で約24万枚（このうち公開は約20万枚）となっており、

現在も引き続き登録作業を進めています。

当センターでは、これら深海の画像をインターネットを介して自由に検索でき

るようWebインタフェースを開発し、広く世界中に向けて公開しています。

※本データベースで一般に公開している画像は、取得後2年を経過したものに限

られています。
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グローバルサイエンス＝

海洋科学がさらに発展し、

社会に貢献できるように

海洋科学技術センター理事長

平野拓也

20世紀後半に飛躍的な進

歩をとげた海洋科学。

1912年、ドイツの気

象・地球物理学者ウェゲ

ナーの提唱した大陸移動

説をもとに発展した「プ

レートテクトニクス」は

そのエポックともいえる

ものです。この理論はお

そらく、「第二の地動説』

て人類史上に輝く発

見の一つになるでしょう

一国・一機関だけでは地球環境というシステムを解き明かし、理解することはできません。

海洋科学が「グローバルサイエンス」であるという位置づけは、観測・調査・研究さらには情報共有と活用におい

て地球規模での協力体制が不可欠、という意味も込められると思います（談）

科学の無限の発展に
人々の熱い期待

海洋科学の発展により深海底の様子が少しずつ明らか

になっていくにつれ、生命の起源は深海にあるのでは、

という期待もふくらんできた20世紀後半。海洋科学技

術センターで取り組む極限環境生物フロンティア研究も

さまざまな環境下に生息する多様な微生物を発見し、バ

イオベンチャーセンターの設立で産業界との連携も視野

に入っています。予想以上の早さで解明されたヒトゲノ

ムの話題とあいまって、人々の科学に対する関心も高ま

りを見せていました。

そして21世紀は、人類の脅威となる自然現象や病原

菌など、さまざまな研究が多岐にわたっておこなわれ、

海洋観測を通じた、温暖化などによる地球変動の解明も

進むでしょう。

地球温暖化の影響がデリケートに反映される北極域、

熱帯赤道域でのエル・ニーニョの解明、アジアの気候に

大きな影響を与えるとされるインド洋のダイポールモー

ド現象の解明など、海洋科学技術センターが活躍の場と

しているこうした海域での観測が、少しずつ成果を出し

ていきます。

数年後に海洋科学技術センターが実用を予定している

地球深部探査船「ちきゅう」の活躍は、あらたな注目を

集めることでしょう。これまで、誰も、のぞいたことも

手にしたこともないマントルへのアプローチが研究のテ

ーマだからです。地殻を動かしている循環のエネルギー

は何なのか？そして、地殻の中にも生命の起源があるの

では？という大きな謎の解明が、マントルをはじめとす

る地殻深部の物質を得ることで、大きな一歩を踏み出し

ます。

迅速に・まんべんなく・正確で・
高精度な研究を

「海洋研究とは、地球環境の理解と解明のための大き

な柱です」

これが、海洋科学技術センターが30年にわたって取

り組んでいる「海洋を通じて地球を知る」という研究活

動の本質です。研究観測から得られるさまざまなデータ

は、ITの発展などにより有効な活用が可能になってきて

います。海洋科学技術センターも「迅速に・まんべんな

く・正確で・高精度な研究」体制を整えなければなりま

せん。研究調査船が、観測海域へ行かなければ観測がで

きないというのではなく、技術開発により自動化、無人

化できるものはできるだけそうして、コストを抑えなが

ら効率よく研究を進める必要もあります。すべて世の流

れに即した努力が大切です。

設備・装備・人材という「財産」を
いかして社会貢献

海洋科学技術センター横浜研究所で今年の春から本格

稼働する「地球シミュレー夕」は、現時点で世界最高速

のコンピュータです。有人潜水調査船や、研究調査活動

を支援する5隻の海洋調査船をはじめ、海洋科学技術セ

ンターには充実した設備があります。それを使いこなす

人材も揃っています。先にふれた極限環境生物フロンテ

ィアのように、学界からも産業界からも、社会からも一

目を置かれる独自の分野ももっています。

地震多発国・日本にとって大地震の予知が急務である

ように、研究観測から得られる成果を一つずつ社会に貢

献できるかたちにしていくのが、21世紀の海洋科学技

術センターに与えられた役割だと思っています。

どうぞみなさんも、科学の発展、進歩に目を向け、海

洋科学技術センターの活動を見守ってください。



特集1

世界中の海洋や地球環境に関するデータを収集・加工 ・提供する－大拠点

国際海洋環境情報セ ンター OPEN
Global Oceanographic Data Center (GODAC)
2001年11月24日、沖縄県名護市豊原に建設中の「名護市国際海洋環境情報センター」が完成しました。

同センターは、海洋科学技術センターが名護市から運営・管理を委託された施設で、地球規模の海洋環境や地

球環境情報の収集・加工・提供をおこなう拠点として重要な役割を担っていくことが期待されています。

国際海洋環境情報センター海洋情報室室長
たや　やすし

他谷　康

「国際海洋環境情報センターは一般に広く開放された施設です。世

界中の海洋や地球環境のことを楽しみながら学んでいく場所とし

て、多くの人に利用していただきたいと患います。また、地球環

境情報の発信だけでなく、地域情報についても、珊瑚礁ネットワ

ーク（仮称）を年度内に構築し、情報発信をしていきたいと考え

ております。さらには科学教育コンテンツの作成についても、地

域のみなさんや学校関係者のみなさんのお知恵をお借りして制作

していく予定です」

国際海洋環境情報センター概要

デジタルアーカイブゾーン　　利用開放ゾーン



Global Oceanographic DAta Center(GODAC)
国際海洋環境情報センター

海洋・地球環境情報の集積・発信拠点として
科学に貢献すると共に、地域活性化の役割 を担う

国際海洋環境情報センターは、

海洋科学技術センターが保有する

膨大な量の海洋情報をはじめ、

国際的な地球環境情報や

衛星・気象・海洋データなどを

集積（アーカイブ）し、

デジタル化や可視化処理などの

加工をおこないます。

さらに、それらの情報を

研究者だけでなく

教育現場や一般に広く提供していく

情報の発信拠点をめざします。

＜地球情報収集機能＞
海洋科学技術センターがこれまでに観測し

てきた深海などのデータはもとより、世界

中の研究機関で公開されている地球環境情

報や、衛星・気象・船舶による観測データ

などを、巨大な容量を持つサーバに収集。

＜ネットワーク機能＞

インターネットはもちろん、名護市内の主

要施設を高速回線でつないだ名護市地域イ

ントラネットや、超高速光ファイバ通信網

JGN（ジャパンギガビットネットワーク）

を利用することで、大容量データの高速送

受信を実現。

＜利用開放権能＞
インターネットなどに接続されたパソコンを

常時無料開放。教育用コンテンツも豊富に用

意し、学習や研究に役立てることも可能。さ

らに、地球環境に関する展示を通して、私た

ちの住む地球環境への理解と関心を深める。

＜地域に根ざした活動拠点＞

アジア太平洋地域の海洋環境情報

発信の中核拠点として、またIT産

業などの集積基盤として位置付け

られる国際海洋環境情報センター。

情報通信関連企業の誘致・雇用創

出・人材活用・育成、教育との連

携、観光産業などへの活用など、

地域社会への大きく貢献すること

が期待されている。

＜地球情報提供Web機能＞

国際海洋環境情報セン

ターで集められた情報

は、インターネットを

通していつでも利用可

能。また、地球情報を

効率良く整理・検索で

きるポータルサイトを

設置し、必要な情報を

簡単に引き出せるWeb

環境を構築。

＜デジタルアーカイブ機能＞

深海映像のビデオテープや研究論文

など、情報媒体の異なるデータを電

子ファイル化（デジタル化）し蓄積を

おこなう「デジタルアーカイブ機能」

により、効率的なデータべース化と、

迅速な検索を実現。



膨大な情報を収集・加工・公開していく 機能満載

国際海洋環境情報センターの施設・設備

国際海洋環境情報センターは名護市の東海岸側、マルチメディア館に隣

接する敷地約1，500平方メートルに建設されました。建材の一部に沖縄サ

ミットのアメニティセンターのものが利用された館内は「デジタルアーカ

イブゾーン」と「利用開放ゾーン」に分けられています。

デジタルアーカイブゾーン
作業室（写真右下）では、文字認識ソフトや音声認識ソフトなどを

使って、迅速にデータをデジタル処理。写真右上は、400テラバイ

トのデータ蓄積能力を持つ巨大なストレージサーバ。写真左上は、

ハードディスクやサーバが格納されたスペース。データの出し入

れを円滑におこなうためのシステム

作業室とマシン室（アーカイブ室）で構成されたデジタ

ルアーカイブゾーンは、いわば国際海洋環境情報センタ

ーの心臓部です。膨大な情報が収集され、全ての情報を

デジタル化してアーカイブ（集積・保管）します。

●作業室

ここは、海洋科学技術センターが所有している約15，

000本のビデオ映像をはじめ、世界中から集められた

海洋環境や地球環境に関するデータをデジタル処理する

ための施設です。映像テープや研究論文、音声メモな

ど、情報媒体の異なるデータを自動システムで効率的に

デジタル加工していく機器が完備されています。また、

数値データをモデルやグラフなどに置き換える「可視化

処理」もこの作業室でおこなわれます。利用開放ゾーン

で公開されるバーチャルアース（仮想地球）は、この可視

化処理作業によって再現されたものです。

●マシン室

作業室で処理されたデータは、マシン室にアーカイブ

されます。ここでの主役は400テラバイト（1テラバイト

は1ギガバイトの1000倍）の容量を持つストレージサー

バです。仕事や家庭で使う一般的なパソコンの容量が10

ギガバイトだとすると、400テラバイトは4万台分に当

たります。この大容量記憶装置なら、CD－ROM（1枚約

700メガバイト）約60万枚分の情報を詰め込むことが

できるという途方もない性能を誇ります。ここで蓄積さ

れた情報は、500ギガバイト×2台のハードディスクな

どによって分析・格納されるので、キーワード検索など

で、いつでも簡単に取り出すことが可能です。

さらに各システムを高速ネットワークで接続すること

により、広く一般に公開していくことができます。

専門スタッフが展示や施設の利用法をわかりやすく解説してくれるの

が利用開放ゾーンの大きな特徴（写真右上）。講義室は、多目的ホー

ルとしても利用可能（写真左下）。最新型パソコンで地球情報を学ん

だり、インターネットを楽しむことができる（写真下）

利用開放ゾーン

国際海洋環境情報センターでは、情報のデジタル処理

やアーカイブと並行して、一般の方が自由にパソコンな

どを利用できるスペースを設けています。見学者対応の

スタッフが疑問や質問に答えてくれるのも、この利用開

放ゾーンの大きな特徴になっています。

●開放ラウンジ

入り口脇に続くこのスペースでは、海洋科学技術セン

ターの活動紹介や、深海生物のハイビジョン映像などを

展示しています。注目はバーチャルアースの映像で、一

般向けとしては、この国際海洋環境情報センターでしか

見ることのできない極めて貴重なものです。

●講義室

映像装置が完備された講義室は、100人ほどが受講で

きる広々としたスペースがあり、講演会などのホール利

用も可能です。この講義室に30台の端末を設置し、地

球・海洋環境に関する総合学習の場として開放していき

ます。

●パソコンブース

パソコンを一般に開放しているスペースです。研究者

や大学生の研究などに適した作業用端末5台、地球環境

情報のコンテンツが入ったパソコンが14台設置されて

います。インターネットの利用も無料で、特に予約も必

要ありません（ただし、印刷には実費が必要です）。

●国際海洋環境情報センター

沖縄県名護市字豊原224－3

問い合わせ　TEL（0980）50－0111（代表）

開館時間10：00～19：00 年中無休（祝祭日、特定

日は休館）



尾身沖縄担当相、遠山文科相を迎えて華々しくスタート

国際海洋環境情報センター
開所式・オープニングセレモニー
海洋環境情報の発信拠点「国際海洋環境情報センター」の開所式には、尾身幸次沖縄担当相

と遠山敦子文部科学相をはじめ、稲嶺恵一沖縄県知事、岸本建男名護市長など関係者多数が出

席し、同センターへの関心と期待の高さをうかがわせる華々しい式典となりました。また、開

所式後に場所を沖縄サミットの開催地「万国津梁館」に移して盛大な祝賀会が開催されました。

2001年11月24日15時30分、抜けるような青空の下、尾身幸次沖縄担当相

と遠山敦子文部科学相の到着を待って開所式がスタートしました。オープニ

ングを飾ったのは、地元久辺小学校生徒による沖縄の伝統的な芸能「エイサ

ー」です。元気で明るい太鼓の音がお祝いムードを盛りあげます。

続いて、国際海洋環境情報センター入口に、平野理事長、大庭海洋科学技

術センター会長、岸本名護市長、遠山文科相、尾身沖縄担当相、稲嶺沖縄県

知事、島袋市議会議長、宮城名護市区長会会長（上写真左から）が勢揃いして
テープカットの儀がとりおこなわれ、国際海洋環境情報センターがオープン

しました。

尾身沖縄担当相と遠山文科相という2大臣が揃い踏みして開所式に出席す

るのは、実はとても異例なこと。国際海洋環境情報センターが、海洋情報や
地球環境情報への貢献のみならず、沖縄北部地域の活性化に寄与することに、

大きな期待を寄せられていることがわかります。多数の地元住民の方々もこ

の開所式に駆けつけ、共にオープンを祝ってくれました。

尾身幸次沖縄担当大臣

遠山敦子文部科学大臣

稲嶺恵一沖縄県知事

岸本建男名護市長

大庭浩海洋科学技術センター会長

引渡式では、岸本名護市長（左）から大庭会長に大きなカギが渡された

開所式会場は、約200人のお客様で満員に

開所式会場では、「本センターが若者に夢と希望を与え、多くの雇用を創出する施設とし

て沖縄北部地域の振興に大きく寄与するものであると確信。また、地域の皆様に親しまれ

る施設になるよう支援していく」という岸本名護市長の施主挨拶、宮城名護市助役の建築

経過報告の後、岸本市長から海洋科学技術センター大庭会長への引渡式がおこなわれまし

た。続いて、運用者を代表して大庭会長から、「海洋科学技術センターが保有する15，000本

もの深海映像のビデオテープをはじめ、膨大な映像・観測データなどをデジタル化し、最

先端の研究資料として公開していく。また、このデータを利用した学習素材を提供するこ

とにより、青少年および地域の方々に海洋地球科学の理解増進を図り、あわせて、一般の

方々や観光客にも利用していただけるような活動をしていく」との挨拶がありました。

また来賓の方々から、「本センターが、研究者のみならず地域の方々や小中学校から大学

に至る教育の場、さらに地元の観光産業など幅広い分野にわたる海洋・地球環境情報の発

信拠点となり、今後、皆様方に大いに親しまれ、利用されるよう期待」（遠山大臣）、「本セ

ンターが海洋環境に注目して情報発信をおこなっていくことは、21世紀の沖縄の新たな発

展を推進していくうえで極めて意義深い。名護市マルチメディア館、宜野座サーパーファ
ーム、辺野古地区の国立高専設置と合わせて、名護市の東海岸地域をIT回廊（コリドー）

としてさらに発展させていく原動力になるものと強く期待」（尾身大臣）、「沖縄サミット開

催の歴史的な意義を後世に残す象徴的な建物になるとともに、世界長高レベルの大学院大

学の設置をはじめとする国際的な学術交流拠点の形成を目指す沖縄県にとって、当施設が

その中核的な役割を果たすことを大いに期待」（稲嶺県知事）など、国際海洋環境情報セン

ターに対する期待の祝辞が述べられました。



国際海洋環境情報センター
施設見学会・祝賀会
国際海洋環境情報センター室長の他谷さんによる施設の概要説明では、「地球情報収集機能」「デジタルアーカイブ

機能」「情報提供機能」「利用解放機能」の4機能が映像を使って解説されました。超高速ネットワークシステム「ギ

ガビットネットワーク」（JGN：Japan Gigabit Network）の説明では、実際に海洋科学技術センター横須賀本部

のリアルタイム映像を紹介するなど、非常にわかりやすい解説が集まった地元の人々に大好評。「海のことをよく知

るのにぴったりな場所だということがわかりました。海洋県沖縄にマッチした施設ですね」「凄い機能がいっぱいに

詰まった施設を、明日から自由に利用できるのがうれしい」という喜びの声を聞くことができました。

国際海洋環境情報センターでの式典は16時30分に終了

し、引き続き来賓の方々の施設見学会がおこなわれました。

海洋科学技術センター保有船舶の模型や深海生物などが

展示された開放ラウンジ、国際海洋環境情報センターの心

臓部ともいえるマシン室と収集したデータを加工処理する

作業室を、順を追って紹介していきました。中でも、最新

鋭無人探査機「ハイパードルフィン」の超高画質ハイビジ

ョンカメラがとらえた鮮明な深海の映像（写真上）や、世界

各地の観測データなどをもとに地球を再現した「バーチャ

ルアース」、400テラバイトという巨大なデータ蓄積能力を

誇るストレージシステムなどに注目が集まり、見学者の

方々は他谷室長やスタッフの解説に熱心に耳を傾けていま

した。

場所を変えての祝貿会は、名護市部瀬

名岬にある「万国津梁館」で開催されま
した。名護市青年団「やんばる船」によ

る迫力満点のエイサーの後、岸本市長と

海洋科学技術センターの平野拓也理事長

による挨拶に続き、各界の方々より頂い

た祝電が披露されました。

この後、はっぴに着替えた来賓の方々など16人による鏡割りと、

会場に詰めかけた参加者全員で国際海洋環境情報センター開所を

祝う乾杯がおこなわれました。

しばしの間の歓談タイムでは、そこかしこで交流の輪が広がり、

会場全体が和やかな雰囲気に。ここで、「ハイパードルフィン」の
ハイビジョン撮影による不思議な深海生物の映像が上映されまし

た。石垣島の北50km、水深約1，500mの「鳩間海丘」を調査する海底

での「しんかい6500」の様子や、熱水噴出孔生物群集の初公開映
像に多くの方が熱心に見入っていたのが印象的でした。

万国津梁館 沖縄サミットが開催された、自然豊かなコンベンション施設

国際海洋環境情報センターの祝賀会がおこ
ぱんこくしんりょうかん

なわれた万国津梁館は、クリン トン米大統領

やプーチン露大統領など各国首脳が参加した

沖縄サミットの主会場。目の前に沖縄の海が

広がる絶好のロケーション、シックで高級感

沖縄を代表するリゾートコンベンション

施設だ。ちなみに「万国津梁」という館名は、

球王国の時代に首里城正殿に掲げられてい

刻み込まれてた銘文の一節に由来 して

世界の架け橋」を意味している。

亜熱帯特有の建築様式を取り入れた会議棟

とラウンジ棟、レセプション棟から構成され

ており、広く一般にも開放されている。

自然 と調和 した亜

熱帯特有の オープ

ンス タイル 建築 を

取り入れて い るの

が特 徴。 カジュア

ルな イベ ン トや会

議に最適

海に突 き出し た小 高い丘 に建つ 万

国津 梁館 は、亜熱帯 の海を 一望 で

きる 絶 好のロ ケーシ ョン。 息を 呑

むほ ど美 しい 日没を、真正 面か ら

観 ることが できる
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沖縄・名護
情報発信拠点
として活動開始

名護市
マルチメディア館

“IT都市名護”を支える
マルチメディアの拠点

サウンド制作・録音編集システム
防音室とプロ用のスタジオ機器を無料で利用可能です。デジタル録音や編集、

CD－ROMの作成もでき、地域の音楽愛好家や、親子でCD作りにチャレンジ

する利用者が増えています。

バーチャルスタジオ
特殊撮影が可能な簡易スタ

ジオと、映像編集が可能な

機器が整備されています。

さまざまな音声・3DCGな

どの組み合わせによる最新

のビジュアルコンテンツを

制作できる設備で、CATV

企業の二ュースやCM制作

をはじめ、市民や学生によ

る映画作成などに利用され

ています。

モーションスタジオ
小型発光マーカを取り付けた人間の動きをカメラ10

台で撮影し、その映像から3次元座標を計算し、ファ

イル出力するシステムです。アニメーションやゲー

ム、CG画像の作成に利用可能な施設です。

マルチメディア情報加工設備
マルチメディアコンテンツを制作・加工するための設

備で、モデリング・レンダリング・アニメーションな

どのCG制作機能をはじめ、ビデオ・写真・CDなどか

らオーサリングが可能です。

名護市マルチメディア館は、「桜の都市から、創りだせ

新世紀のテクノロジー」をテーマに、1999年にオープ

ンしました。名護市では、図書館や大学、病院など市内

の公共施設7カ所を高速ネットワークでつなぐ「名護フ

ァイバーシティ」事業を推進していて、テレビ会議や情

報発信などによって知識の共有化が進んでいます。この

地域イントラネットのサーバー室は、名護市マルチメデ

ィア館に設置されています。つまり、ここは名護市が進

めるIT計画の心臓部ともいえる施設なのです。

館内は、パソコンやインターネットの研修施設はもち

ろん、サウンド制作・録音編集システムやバーチャルス

タジオ、モーションスタジオなど、最新鋭のマルチメデ

ィア機器が豪華にラインナップされています。

また、情報通信関連企業の立地や雇用促進の支援

機能を兼ね備えたインキュベート施設もあり、現在

のところ、NTTコールセンターをはじめとした6社

がオフィスを構えています。将来的には8社で100

名以上の雇用創出を見込んでいます。

豊かな自然に囲まれた名護市の東海岸側にはこの

名護市マルチメディア館以外に主要な施設が無かっ

たのですが、すぐ隣りに名護市国際海洋環境情報セ

ンターがオープンしたことで、今後は知的情報の発

信地としてさらなる発展が期待されています。

取材協力：

名護市役所　企画部IT推進室　主査　神山正樹さん

名護市マルチメディア館　事務局長兼館長代理　具志堅博さん



名桜大学メディア
ネットワーク
センター
高度な資格取得講座で
IT関連の専門家を育成

多目的ホール
1999年に完成したドーム型の多目的施

設です。大ホールのキャパシティは451

席、総面積2，872平方メートルというス

ケールを誇り、授業や講演会、会議、

コンサートなど、学内の行事はもちろ

ん、北部有数のホールとして一般のイ

ベントにも開放されています。最新のマルチメディアシステムを

完備していて双方向衛星通信にも対応し、現在は早稲田大学との

相互交流授業がおこなわれています。

マルチメディア講義室
多目的ホール内にあるマルチメディア講義室を含め、名桜大学に

は200台のコンピュータがあり、この設備をフル活用して専門性の

高い資格取得講座や初心者向けのIT講習会など、多彩な講座が開

講されています。ほとんどの講座は一般開放されていて、中には

800人もの参加者が集まる人気講座もあります。

マルチメディア編集室
さまざまなデジタルコンテンツの制作・編集をおこなうための最

新機器が完備されています。映画サークルやマルチメディア研究

会に所属する学生などが、この設備を活用して映画を制作してい

ます。今年の大学祭では「第1回映像祭」が開催され、質の高い映

像が多目的ホールで上映されました。

時代と社会のニーズに柔軟に対応できる国際性豊かな

開かれた大学を目指して特色ある教育を展開している名

桜大学。そのシンボルともいえるドーム型の多目的ホー

ルを拠点として、2001年6月に「名桜大学メディアネ

ットワークセンター」が設立されました。IT関連の専門

家育成を目標に掲げ、世界的にも認知度の高い「シスコ

技術者認定」をはじめとした資格取得講座を開講し、多

くの講座を広く一般市民に解放しているのがこのセンタ

ーの特徴になっています。一方で、ホームページやCG

などのデジタルコンテンツの制作と配信にも力を入れて

います。さらに衛星設備やインターネット、各公共施設

を高速回線で結んだ「名護ファイバーシティ」などを活用

した配信もサポートしています。

取材協力：名桜大学メディアネットワークセンター

センター長　波平八郎さん、IT推進係　係長　金城雄彦さん

名護市役所

IT事業を強力に推進する
沖縄北部の拠点都市

名護市（岸本建男市長）はこれまで、次世代産業としてのIT関連企

業を積極的に誘致・育成し、若者の雇用の創出に努めてきました。平

成12年度は市役所内にIT推進室を設置し、市民への情報サービスの

向上を目的として、「名護ファイバーシティ」と名付けられた高速通信

網を整備する名護市地域イントラネット基盤整備事業や、小中学校に

おけるインターネット教育を目的とした、国内外の児童生徒との交流

を深める「国際交流プログラム」を実施してきました。平成13年度も

引き続き地域イントラネットの拡充を図るとともに、マルチメディア

館や名桜大学メディアネットワークセンターなどで、「IT講習会」や求

職者向けの「IT学習支援事業」などを開催しています。

名護市街地のほぼ中央部にある市庁

舎は1981年に竣工しました。風を取

り入れ強い日差しから守る沖縄建築

の原点ともいえる「アサギ建築様式」

を採用した建物は、周辺の環境にと

け込んでいて、市民生活を支える機

関に相応しい施設となっています。

外壁に飾られた無数のシーサーが、

訪れる人を優しく迎えてくれます。

沖縄宇宙通信所

人工衛星の追跡管制という
重要な役割を担う

第1展示室
各種衛星の役割と概要、人工衛星の追跡管制で

使われているパラボラアンテナの動き方を学ぶ

ことができます。また、気象衛星「ひまわり」

からのリアルタイム受信画像や、人工衛星の軌

道解説をおこなう装置、沖縄宇宙通信所にあ

る2基のパラボラアンテナの1／50スケールモデ

ルなども展示されています。

玄関ホールに展示された地

球観測衛星から見た沖縄本

島および離島の画像の前

で、展示案内をするヤング

綾乃さん。事前に申し込め

ば、スタッフが展示解説を

おこなってくれます。

第2展示室
世界に2つだけしかないというBSエンジニアリ

ングモデル（試験機）を展示しているスペース

で、放送衛星（BS）「ゆり」を開発する際に製作

されたエンジニアリングモデルの実物を見るこ

とができます（音声解説装置付）。右側には宇宙

開発事業団がはじめて打ち上げた技術試験衛星

（ETS－I）「きく」の試験機もあります。

1968年2月に発足した沖縄宇宙通信所の役

割は衛星の維持管理です。人工衛星からの電波

を受信し、人工衛星の位置や姿勢、積んでいる

電子機器が正しく働いているかを知り、状況に

応じて衛星に指令電波を送信して人工衛星の追

跡管制をおこないます。

主な設備として、宇宙開発事業団では最大級

の直径30mのパラボラアンテナ1基（18m1

基）、追跡管制棟、電力棟、名嘉真コリメーショ

ン塔があります。

宇宙通信所は沖縄のほかに、種子島、勝浦、ス

ウェーデン・キルナにあり、筑波にある筑波宇

宙センターを中枢局として4局との間で追跡管

制網を構成し、昼夜を通して人工衛星の追跡管

制をおこなっています。

また、沖縄宇宙通信所の大きな特色として、

見学者用展示室の充実があげられます。観光客

や修学旅行など毎年2万人以上の見学者が訪

れ、人工衛星や宇宙開発が私たちの生活にどう

関わっているのかを、模型やパネルを使って楽

しく学んでいきます。

取材協力：宇宙開発事業団沖縄宇宙通信所



Memorable shot 第4与那国海丘

第4与那国海丘 有人潜水調査船「しんかい6500」・ 3，000m級無人探査機「ハイパードルフィン」訓練潜航

深海研究に活躍する「しんかい6500」と、生物調査の分野での貢

献が期待される「ハイパードルフィン」。昨年11月、与那国島北西

海域で、海洋科学技術センターを代表する深海調査機器の初めての

合同訓練潜航がおこなわれました。

音響装置を使って140m以上離れていてもお互いの位置が確認で

きたほか、海底におけるお互いの動きおよび位置をつかみながら効

率よく作業を進めるための多くのノウハウが得られました。今回得

られたノウハウは、ほかの海洋科学技術センター深海調査機器での

共同作業にも生かされる予定です。

ここに紹介した「しんかい6500」の海底での作業風景はすべて、

「ハイパードルフィン」に搭載した超高感度のハイビジョンカメラで

撮影した映像を取り込んだものです。

○撮影日・海域　2001年11月14日　第4与那国海丘水深約1，400m

取材協力　柴田　桂（研究業務部 船舶工務課 課長）



海洋科学技術センター探検●超音波水槽

音波を使った水中機器の
計測・試験施設
海洋工学実験場内に、鍋蓋のようなものでびっし

りと覆われた正方形の巨大な水槽があります。これ

は、水中で使用する音響機器の試験をするための施

設「超音波水槽」です。水中では電波が伝わらない

ため、各種のソーナーやデータ通信、水中通話機、

トランスポンダー（音響測位装置）などのように、

通信や測位は音波を使っておこなわれます。それら

の機器や装置を試験するために、音波を反射しない

装置（吸音材）が水槽の全面に取り付けられていま

す。「鍋蓋」の正体はこの吸音材のうきで、下側に

はゴム製の吸音材がびっしりと取り付けられている

のです。1975年に完成したこの超音波水槽は、セ

ンターの中で最も古い施設のひとつですが、今でも

9m×9m×9mという大きさは日本最大級で、水中

音響機器の計測・試験に欠かすことのできない貴重

な施設となっています。送受波器位置検出制御装置、

送受波器自動較正装置などが設置されており、水中

で音響信号を送受信する送受波器の感度と指向性の

測定をおこなうことができます。

取材協力：網谷泰孝　海洋科学技術センター
海洋技術研究部研究副主幹

超音波水槽全景
日本にはJAMSTEC以外にも

数カ所に水中音響機器の計測・

試験装置がありますが、この超

音波水槽はその中でも最大級で、

これまでにさまざまな機器の計

測・試験がおこなわれてきまし

た。新しい水は気泡が発生して

計測誤差がでるため、水槽内に

貯められている水は、この装置

の完成以来20年以上換えられて

いません。

しんかい6500用画像伝送装置

有人潜水調査船「しんかい6500」で撮影された画像

を、音波を使って伝送する画期的な装置の実験は、この

超音波水槽でおこなわれました。研究・調査用としては

世界初の画像伝送装置で、大きな注目を集めました。

計測室

水槽自体はかなりの古さですが、計測室

に設置された計測機器は最新型のもので、

音響機器の指向性や送波レベル・受波レベ

ル、周波数特性などを精密に計測すること

ができます。

音響機器設置部分

移動式ターンテーブル下側にあ

る音響装置を取り付ける部分で、

500kgの重さのものまで取り付け

が可能です。この回転と同期をと

ることによって、指向性を計測し

ます。

ハイドロフォン

移動台車に取り付けられるハイドロ

フォンと呼ばれる装置です。この装置

を水槽内に垂らして計測がおこなわれ

ます。高周波用のものはわずか数セン

チの大きさしかありません。

移動台車のターンテーブル

超音波水槽上に設けられた移動台車にはター

ンテーブルが設置されていて、ここに送受波器

が取り付けられ、水深4．5mまで沈められます。



OUR SHIPS
船長によるJAMSTEC船の紹介 海洋調査船「かいよう」

第5回

広い甲板に多くの観測機器を積んで、
めざす海域へ

海洋
調査船 かいよう

船長　石田貞夫
Captain SADAO ISHIDA

海洋科学技術センター本部の体験乗船や寄港先での一般公開などで、ユニークな双

胴の船体が人気を集める海洋調査船「かいよう」。竣工から十数年を経て、海洋の調査

研究にますます欠かせない存在になってきました。2001年7月から「かいよう」に乗

っている石田貞夫船長は15歳から海の仕事に携わってきた、数少ないたたきあげの船

乗り。長年の経験が「かいよう」でも生かされています。

海洋調査船

「かいよう」

海中作業実験船として1985年5月、三井造船千葉事務所で竣工。横須賀の海洋科学技術センター本部岸壁を母港とす

る。阪神・淡路大震災（1995年）では、支援母船「よこすか」とともに医療関係者の宿泊に協力した。
■全長61．6m　■幅28．0m ■深さ（上甲板まで）10．6m　■喫水6．3m　■総トン数3，176トン

■航海速力13．25ノット　■航海距離約6，200マイル　■定員60名（乗組員29名、研究者など31名）
■主ディーゼル発電機・1，250kw×4基　■主推進機関・誘導電動機×4基

■主推進方式・4翼可変ピッチプロペラ×2軸　■船首スラスタ推力・6．8トン×4台
■船尾スラスタ推進・4．0トン×4台

石 田貞夫 SA D A O IS H ID A

194 5 （昭和20）年 石川県羽咋郡富来町生れ（56歳）

196 1 （昭和36）年 日本水産（株）船員養成所入所

197 0 （昭和45）年 日本水産（株）貨物船「すずかぜ丸」三等航海士

ミール工船「玉栄九」三等航海士

1976 （昭和51）年 冷凍母船「鹿島九」 二等航海士

以後 スリミ工船「峰島丸」二等航海士

冷凍母船「宮島九」 二等航海士

1981 （昭和56〉年 スリミ工船「峰島丸」一等航海士

以後 冷凍母船「宮島丸」 一等航海士

1990 （平成 2）年 冷凍母船「野島丸」 船長

1993 （平成 5）年 海洋科学技術センター支援母船「なつしま」船長

以後 「かいよう」船長

「よこすか」船長

・t海　一 細　　 海曹 J かいれい」船 長

家族 妻 ・子供2人

趣味 釣り・山歩き

南海トラフの地殻構造調査（1999年）、東海沖～中部

日本の海底域における大規模な深部構造探査（2000

年）、無人探査機「ハイパードルフィン」の支援船として、

また、さまざまな海洋観測、海底構造の調査もおこなう

多目的海洋調査船としての活躍がめざましい海洋調査船

「かいよう」。石田貞夫船長はその5代目の船長です。

1992年まで、一等航海士のころの請蔵栄孝＊さんと

一緒に8，000トン級の遠洋漁業母船に船長として、3年

間乗り組んでいたことがあります。猛吹雪の中の航海、

氷海からの脱出など、厳冬の南氷洋、オホーツク海でさ

まざまなハプニングと直画してきた海の男の顔と、柔和

な人柄とが印象的です。1993年の海洋科学技術センタ

ー赴任以来、支援母船「なつしま」、深海調査研究船「かい

れい」、支援母船「よこすか」の船長を務め、「かいよう」

には2度目の乗船となります。

＊深海調査研究船「かいれい」船長・「ブルーアース」53号参照

広い上甲板、作業や多くの実験観測機器の搭載のための広いスペ

ースがある



海中作業実験船から海洋調査船へ

「かいよう」が竣工したのは1985年。海中作業実験船

としてデビューし、飽和潜水による「ニューシートピア

計画」では精度の高い水中作業を支えてきました。

「ニューシートピア計画では、水深300mの深海潜水

実験をおこなっていました。31気圧・水温10℃以下と

いう過酷な環境にダイバーや研究者たちが挑戦した記録

が残っています。潜水後には、12日間もかけて『かいよ

う』に搭載されたDDCシステムで減圧作業をしました」

と石田船長は話してくれました。

「かいよう」船体のほぼ中央部にあったSDC－DDCシ

ステム。作業をおこなう深海と相当の圧力まで加圧し、

その圧力下でダイバーを長期間居住させたのちに大気圧

まで戻す船上減圧室（DDC）と、ダイバーを作業する深度

まで降ろすための水中エレベーター（SDC）、監視制御

盤、SDC揚降装置などから構成される実験装備です。

この実験では自動船位保持機能（DPS）が大きな威力を

発揮しました（このSDC－DDCシステムは2000年に、

撤去されています）。

多くの特徴をもつ◆半没水型双胴船◆

「ニューシートピア計画」が多くの成果を収めて終了

した1990年以降、「かいよう」には海洋調査船としての

役割が与えられています。

「かいよう」は、そのユニークな船体がまず目を引き

ます。水面下の魚雷型をした一対の没水船体と、水面上

の船体とを細い2本の足（ストラット）でつないだ構造に

なっています。そのため他の船舶にはない多くの特徴を

もっています。

「この構造から、『かいよう』は、半没水型双胴船、と

呼ばれています。一般の単胴船に比べ、波浪による船体

の揺れが格段に小さいため、地震計など精密な観測機器

の設置・回収・保守といった船上での作業が効率よく、

安全におこなえるという大きなメリットがあります。ま

た、双胴船であるがために甲板の面積が広くとれますの

で、より多くの観測機器を積んで調査海域へ向かうこと

ができます。自己浮上型の海底地震計なら100個は積め

る広さです」

つぎの調査研究にむけた出航準備が進む上甲板を案内

しながら、石田船長は「かいよう」の最大の特徴を説明

してくれました。

「船位保持機能もこの船ならではの特徴でしょう。実

験の種類により、ある一定の範囲内に船の位置を保持す

る必要があります。そこで活躍するのがDPS（自動船位

保持装置）です。波や風、潮流によって船体が移動する

と、精密測位装置などからの情報をもとにあらかじめ設

定した位置とのズレを計算し、自動的に船の位置を一定

の範囲に保つことができます。0．3～0．5ノットでの曳

航が必要な『ディープトウ』や、海水温度や塩分測定の

機器・CTDの展開、水深6，000mの海水あるいは水深

各層ごとの海水採取な

どにDPSは威力を発

揮します」

DPSのほか、観測

の際の「かいよう」自

船や曳航体などの位置

を正確に知る電波航法

装置、GPS（衛星航法

装置）、音響測位装置な

どの機器が搭載されて

います。さらに、海洋

の研究・調査に不可欠

な各種の水中音響機器

の性能をフルにいかす

ため、「かいよう」自

体から水中に発せられ

る雑音を徹底して低く

抑えています。

操舵室　船首と船尾に設けられた左右8つのスラスターの操作もできる操舵室

ユニークな船体。水中に隠れている魚雷型のがっしりとした没水船

体に比べると、足（ストラット）はとてもスマートに見える

作業中の上甲板。調査研究の航海に乗り組む研究支援スタッフが、

研究員をサポートし、研究結果につながる。出航準備のあわただ

しさが印象的だった

操舵室で広いスペースをとっている海図台。大きな海

図を前に乗組員は、黙々と作業していた

研究室（上）　限られたスペ

ースに効率よくパソコンな

どが配置された研究室

娯楽室（左）　長い航海のリ

フレッシュに欠かせない娯

楽室。洋上でも畳に寝そべ

ったりできるのはいい

深海底の様子や海洋環境を調べる

海洋調査船としての任務を担った「かいよう」は、海底

下深部の構造調査、広範囲にわたる海底地形図を作って

深海底の様子を調べるための航海に出ます。

「海底下の深い部分の様子を調べるために、エアガン

を海中で発振させて人工地震波をつくります。地震波は

海底内部の各地層で屈折・反射します。その波を自己浮

上型海底地震計（OBS）やマルチチャンネル反射法探査

装置のハイドロファンアレー（水中マイクをたくさん積

んだもの：MCS）でとらえて地下構造を分析するわけ

です。

海底地形は、マルチナロービーム音響測深装置により

たくさんの音波ビームを扇状に連続して海底に向け送受

信し、その情報から広範囲にわたる海底地形図を作って

調べます（Blue Earth通巻第54号をご覧ください）。

水深4，000mまでの撮影が可能なテレビカメラを備え

た深海曳航体『ディープトウ』による調査もおこないま

す。

音波を使って、日本の総面積のおよそ3倍に当たる

1，000km四方の広大な海域の水温分布、海流をとらえ

ることのできる海洋音響トモグラフィー技術の支援。そ

れから、海洋地球研究船『みらい』によって展開される

トライトンブイの支援もおこなっています」。

いずれの調査研究、船上での実験観測機器の設置・回

収・保守も、乗り込む研究支援スタッフが頼もしいから

安心して航海に出られる。と石田船長は付け加えまし

た。



特集2 地球環境と物質循環の解明に取り組む むつ研究所

北の海から地球を見つめる
その歩みとこれから

海洋地球研究船 「みらい」の母港としてスタート以来、設備、体制が

年ごとに充実してきている海洋科学技術センターむつ研究所。

海洋環境の変遷や物質循環の研究のほか、国内外からの研究者の受け

入れ、さらには地元の人々を中心とした施設一般公開、公開講演会な

どを通じて、海洋科学技術センターの活動のP R にも役立っています。

●同位体や微化石を用いた生物

地球化学過程の変遷に関する

研究

●高分解能解析による環境変遷

および堆積物の変質過程の解

明等に関する研究

●北太平洋の物質（炭素）循環

過程を明らかにし、海洋の地

球温暖化における役割を解明

する研究

むつ研究所発足までのあゆみ
1995．10 原子力船「むつ」から、世界最大級の海洋地球研

究船「みらい」に生まれ変わった際、船体の引き

渡しを受け、「みらい」が関根浜を母港とするた

めにむつ事務所を開設

1997．10 「みらい」完成後、慣熟訓練をおこない、その後、

研究拠点としての整備にとりかかる

2000．10　徐々に施設や研究体制が整備されてきたため、

むつ研究所としてスタートする

column●むつ研究所のあるむつ市とは…

●本州最北端の県にあるまち　津軽海峡をはさんで北海道と向か

い合う本州最北端・青森県にあります。下北半島にあり、陸奥

湾と津軽海峡に面しています

●下北半島の行政・経済の中心地　むつ市は、下北半島の中央部

にあります。昭和34（1959）年に大湊町と田名部町が合併し、大

湊田名部市として市政を施行、昭和35（1960）年に市名を「むつ
市」と改称し、全国初のひらがなの市となりました。市長自ら

アメリカのウッズホール海洋研究所に視察に行くなど、むつ市

は市をあげて海洋科学研究都市をめざしています

●ヒバ・オオハクチョウ・はまなす　下北半島に広く生育する代

表的な針葉樹の一つ「ヒバ」が市の木です。市の鳥「オオハクチ
ョウ」は、芦崎湾にシベリアから毎年飛来します。砂浜に可憐

な花を付ける「はまなす」が市の花。いずれも厳しい自然の中に

輝く生命をもった動植物です



【物質（炭素）循環の研究】
海外の研究機関とも連携して

「二酸化炭素の吸収役」＝海洋をさぐる
地球温暖化で注目を集める

海洋の炭素循環

「IPCC・気候変動に関する政府間パネルの第二次報告

書」（1995）は、地球温暖化が人為的な影響で進行して

いることを指摘しました。温室効果ガスの一つ、二酸化

炭素が大気中に増えて温室効果が促進されていると考え

られ、今後、どのように地球温暖化が進んでいくのか、

といった予測の重要性はますます大きくなってきていま

す。しかし、地球上で二酸化炭素がどのような過程で、

どのように分配されるのか、といった循環過程ははっき

りとわかっていません。中でも地球表面の70％を占め、

大気圏のおよそ50倍の炭素量を内包している海洋の働

きには科学のメスが入ったばかりです。

南極周辺と北太平洋亜寒帯の2つの海域は、二酸化炭

素の大きな吸収域とされています。それにもかかわらず、

悪天候と高い波などのために観測研究の船舶は近づくこ

とさえできませんでした。この海域での観測の可能性を

広げたのが海洋地球研究船「みらい」です。荒天域での

航行ができるだけでなく、多くの研究者と研究支援スタ

ッフを長期間にわたって乗船させることができます。も

ちろん、船内には設備の充実した実験スペースが広く確

保されています。

物質循環研究の中心である

セジメントトラップ

時系列観測研究用係留系
生物活動の季節変動観測に
有効

今後の水温、塩分、流

向流速測定の中心とし
て期待されているMMP

～「生物ポンプ」研究の最初の観測結果は2002年10月～

「北太平洋時系列観測研究」

深層水大循環がたどりつく北西部北太平洋。この海域

の海水は栄養をたっぷり含んでいるため、生物の生産活

動が活発です。しかも植物プランクトンの珪藻（ガラス

質の殻を作る大型プランクトン）が多いために、効率の

いい二酸化炭素吸収がおこなわれていると考えられま

す。

冬は目立った動きのないこの海域での生物活動は、春

から夏にかけて［ブルーム］と呼ばれる植物プランク卜ン

の大増殖があり、季節変動が極めて大きいという特徴を

もっています。そのため、この海域の生物活動による二

酸化炭素吸収能力＝生物ポンプ能力を精度よくつかむた

めには、できるだけ高密度（時系列）な観測をおこなう必

要があります。時系列観測の手段として、セジメントト

ラップ実験がおこなわれてきま科した。この実験により海、

北太平洋の生物活動の季節変動が明らかになってきまし

た。

そして近年、深海に沈降してくる生物起源の粒子を定

量・定性化するのに有効なこの手法に加えて、海洋表

層・海洋有光層・混合層における生物活動の時系列的観

測の必要性が高まってきています。

むつ研究所では、発足と同時にこの海域をフィールド

にした「北太平洋時系列観測研究」を開始しました。

従来のセジメントトラップに加えて、海洋表層域の動

植物海プランクトンや海水を自動的に採取する装置、プラ

ンクトン自動培養装置、そして自動昇降型水温／塩分／流

向流速計（MMP）を観測海域に係留することで大気中

の二酸化炭素吸収に関連する生物活動、炭素循環過程の

より詳細な季節変動をつかむのが目的です。2001年9

月、海洋地球研究船「みらい」により設置された機器の

データをもとに、2002年10月には最初の観測結果が

得られる予定です。

国際的にみても注目度の高いこの物質循環の研究に

は、この分野の研究経験が豊富で多くの実績を上げてい

るアメリカ・ウッズホール海洋研究所の本庄　丕博士

（海洋科学技術センター非常勤理事）をプロジェクトリ

ーダーとして招き、実施しています。今後も、ウッズホ

ール海洋研究所ほか海外の研究機関との連携を深めて、

国際プロジェクトとして進められていきます。



【海洋環境変遷の研究】
深海底に眠る堆積物の採取～分析から地球環境の変化を知る
海洋地球研究船「みらい」が持ち帰る試料には、

はるか昔の地球の歴史が封じ込められている

深海底には、地球環境の変動の記録がプランクトンな

ど生物の遺骸や化石、有機物、大陸から運ばれてきた粒

子などの堆積物として整然と「保管」されています。この

堆積物は、過去の地球環境の歴史に関する情報だけでな

く、現在私たちの住む地球の状況も教えてくれます。私

たちの住む地球の環境がこれからどのように変化してい

くか、将来予測のヒントが深海底に眠る堆積物のなかに

あるのです。

海洋科学技術センターでは、海洋地球研究船「みらい」

によって北西太平洋やオホーツク海などの海底から堆積

物を採取し、むつ研究所を中心にその分析をおこなって

います。地球の過去の環境を知ることで、未来の環境の

予測に貢献する。これが海洋環境変遷の研究の最大のテ

ーマです。

深海底の海堆積物は、ピストンコアラーと呼ばれる採泥

器などで垂直に抜き取られ、円錐状の試料（コアサンプ

ル）となります。むつ研究所では、「みらい」が持ち帰

ったこれらの試料から有孔虫と呼ばれる石灰質の微生物

の化石を採り出し、安定同位体比質量分析計や誘導結合

プラズマ質量分析計と呼ばれる装置を使って、その殻を

構成する酸素や炭素の安定同位体、微量元素の分析をお

こないます。こうした分析をもとに、過去の地球環境の

変動メカニズムを明らかにします。北西太平洋やオホー

ツク海だけでなく、日本列島周辺域からも堆積物の採取

をおこない、黒潮・親潮なとの潮流の変遷が地球環境と

どのように関係しているかも調べています。

今後の「みらい」による海洋環境変遷の研究から、数

千年前や数万年前、さらに古い時代の地球環境や日本周

辺の海洋の様子が詳細に見えてくることでしょう。

海洋地球研究船「みらい」から海底に向けて降ろされるピストンコア

ラー

堆積物の中には、浮遊性有孔虫の化石が含まれている（電子顕
微鏡写真）。直径は0．2～0．5mmほど

誘導結合プラズマ質量分析計・ICP－MS。このほか、
安定同位体比質量分析計なども活躍する

全長約130m　◆総トン数8，687トン　◆幅19．0m　◆深さ13．2
喫水6．9m　◆航海速力約16ノット　◆航続距離約12，000マイル
乗員数80名　（研究員28名観測員18名　乗組員34名

column●海洋地球研究船「みらい」

海を調べるハイテク観測船

海上の雲の動きや状態を計るドッ

プラーレーダー、海流の向きや速さ

を計るドップラープロファイラーな

どの観測機器のほか、100トンのお

もりをコンピュータ制御して揺れを

防ぐ「減揺装置」を、海洋調査船では

世界で初めて搭載した。また、98年

からは広く国内外の研究者に利用さ

れる「共同利用型運航」を実施してい

る。

昨年9月、西部太平洋に向けて関

根浜港を出港。モンスーン変動やエ

ル・ニーニョの機構解明を目的に、

トライトンブイの展開、ドップラー

レーダーによる降雨観察をおこな

い、12月下旬に帰港したばかりであ

る

上はピストンコアラーで採取された試料の断面。

1回の航海で採取するピストンコアは平均3～4
本。ピストンコアラーは最大で20mの長さの海底

の地層を、ほぼ乱すことなく採取できる。この長

さの中にどれだけの記録が残されているのか？

海域により堆積の速度が異なるため、数万年から

100万年の幅がある



【国際海洋研修・一般公開・市民講座】

海洋科学研究都市を目指すむつ市と共に

世界の研究者に、より開かれた研究拠点をめざして
多くの人たちの協力と理解、そして

海洋科学への関心に支えられて

研究所としてスタートし、ようやく2年目を迎えたむ

つ研究所ですが、さまざまな人が訪れるところになって

います。

むつ研究交流棟は平成11年7月に運用開始になり、

大会議室やセミナー室、さらに宿泊もできる研究員室を

兼ね備えたその名のとおり、交流の場となっています。

これまでに「国際船舶運航者会議」や「海洋のデータ同

化シンポジウム」など、さまざまなシンポジウムが開催

されました。

また、むつ研究交流棟は、海洋科学技術センターが主

催する研修の開催地にもなっています。その中には、

21世紀の海洋科学を背負って立つ大学生および大学院

生を対象に、海洋学を中心とした観測調査に関するセミ

ナーをおこなう「海洋科学技術学校」やアジア・西太平

洋沿岸諸国における海洋関連機関の若手研究者や技術者

を招いて、最先端の海洋科学技術に関する研修を行う

「アジア・西太平洋海洋研究ネットワーク研修」があり

ます。この研修では海、2週間のむつ滞在のうち、3日間

をむつ市をはじめとする近隣の家庭でホームステイをお

こなうほか、むつ市内の小学校を訪問し、研修生自ら母

国を紹介するなど、毎年回を重ねるごとに近隣地域との

国際交流も深まっています。

好評だった

2001年の施設一般公開、公開講演会

第1回（平成13年2月）のアジア・西太平洋

海洋研究ネットワークの参加者も、厳冬の

むつ研究所で研修をおこなった。参加した

若い研究者のなかには、はじめて雪を見た
人もいる

第2回（平成13年11月）のアジア・西太平洋海洋
研究ネットワーク研修。むつ市立第二田名部小学
校での特別授業の様子
写真：東奥日報社　提供

研究員の説明を聞きながら興味深げに顕微

鏡をのぞく見学者

同時に一般公開された海洋地球研究船「みらい」 スタンプラリーなども人気を集めた施設一般公開

むつ研究所では昨年、施設の一般公開と市民向けの公

開講演会を開きました。

7月20日（海の日）の施設一般公開では、海洋地球研

究船「みらい」のほか研究施設などを公開。晴天にも恵

まれて家族連れを中心におよそ1，100名の来場者があり

ました。人気を集めたのは試料分析棟での顕微鏡観察と、

観測機材整備場に展示された実物のトライトンブイ（海

洋観測ブイ）。有孔虫の化石や磯の生物を顕微鏡でのぞく

子どもたちの中には歓声を上げる子も。係員の説明に、

トライトンブイが大洋に浮かぶ姿を想像している人もい

たようです。

海洋教室では、水中写真家・豊田直之さんの沿岸に生

きる海の生物の話を、「みらい」の赤嶺船長は、北極海域

の白熊や海氷の怖さを豊富な写真で説明してくれました。

また、10月に3回連続しておこなった公開講演会に

は、平日にもかかわらずむつ研究所近隣のみなさんをは

じめ、地元むつ市、さらに青森県内からも受講する人を

集めて盛況でした。

H－Ⅱロケットのエンジンを深海底から探し出した深

海調査技術の現状や、話題の海洋深層水、地球深部探査

船「ちきゅう」と国際プロジェクトといったテーマで、

その分野の専門家・研究者が話をしました。どれも身近

で、関心のあるテーマだっただけに、受講したみなさん

には海洋科学技術センターおよびむつ研究所の活動、研

究の意義や成果などが伝わったことでしょう。

幅広い世代が受講した公開講演会。身近な講演テーマに関心が集
まった



研究者に聞く 固体地球統合フロンティア研究システム

たつみ

巽　好幸

沈み込み帯とマントルプルームを探り、
地球内部の物質循環と地球の進化を解明する
世界初の理想的な研究システム

固体地球統合フロンティア研究システム（IFREE）

は、地球表層と地球内部の相互作用の研究を中心に、

地球システムの形成と進化、そして人間社会との相

互作用の理解、地球システム変動の予測に関する研

究の推進を目的として、昨年4月に発足しました。

IFREEでは、「最新鋭大型深海掘削船（地球深部探

査船「ちきゅう」）」「グローバル地球内部観測ネット

ワーク」「超大型高速計算機（地球シミュレータ）」とい

う、3つの世界最新鋭の研究手段（インフラストラクチ

ャ）を駆使するという特徴を持っています。

また、流動研究員制度により、岩石学・地質学・電磁

気学・地震学・火山学など既存の研究分野の壁を取り払

い、さまざまな領域の研究者が集まって統合的な研究を

進める画期的なシステムを採用しました。この研究シス

テムの構築に企画段階から関わってきたのが、地球内部

物質循環研究領域の領域長を務める巽好幸さんです。

「地球は、地球内部（中心核、マントル、地殻）と地

球表層部（地殻最上部、大気・海洋そして生物）が複雑

な相互作用を繰り返すことによって進化してきました。

全地球変動のダイナミズムと原因を明らかにするために

は、さまざまな研究領域の研究者が一体となって研究し

ていく体制が不可欠です。また、日本では重視されるこ

とのなかったデータ解析のプロフェッショナルである

“テクニシャン”を組織内に置くことも視野に入れた企

画を提出したところ、全面的にその案が採用され、この

IFREEが誕生しました。組織の規模、研究者の質、イン

フラストラクチャなど、どの点からみても世界初の研究

システムだと言うことができます」

地球内部の物質循環から地球の進化を解明

近年、中心核・マントル・地殻からなる地球内部の変

動が、大気・海洋や生態系の存在する地球表層部に劇的

な影響を及ぼし、さらに地球の進化は地球内部の物質循

環に大きく支配されているらしいということがわかって

きています。

巽さんの地球内部物質循環研究領域では、地球進化解

明のカギを握る「地球内部の物質循環」に焦点を当て、

地球はどのような仕組みで変動を繰り返し進化してきた

のかを解明するための研究をおこなっています。具体的

には、「沈み込み帯」「プルーム」「高湿高圧岩石物性」

をキーワードにグループを3つに分け、地球内部でどの

ように物質が移動し循環するのかを探っています。

「沈み込み帯物質解析グループ」

海洋プレートが移動し、大陸地殻の下のマントル内に

沈み込んでいく「沈み込み帯」は、地球内部の物質循環

を知る恰好のスポットです。沈み込み帯は、地震の発生

源であり、マグマや火山を生み出し、究極的には大陸地

殻を形成します。大陸地殻の質量は地球全質量のわずか

0．3％にすぎません（マントルが67．1％、地球中心核



が32．5％、海洋地殻0．1％）。しかし、大陸地殻に

凝縮された元素から考えると、地球の全マントルの

少なくとも60％は大陸地殻の形成に関与したことに

なります。「大陸地殻の成因を解明することが、地球

の進化を解くカギを握っているといっても過言では

ありません」

巽さんは1995年の著書「沈み込み帯のマグマ学」

で、何が火山の分布を決定しているか、なぜ冷たい

プレートが沈み込んで熱いマグマが発生するのか、

なぜ沈み込み帯と海嶺で発生するマグマの化学組成

が違うのか、なぜ島弧横断方向に系統的な化学組成

の変化が生まれるのか、という4つの疑問に包括的

な答を出しました。IFREEでは、巽さんの出した答

の検証と、新たな疑問の解明に取り組んでいます。

「フルーム物質循環グループ」

ハワイ島や南西インド洋のレユニオン島などのよ

うに、沈み込み帯とは一見無関係なホットスポット

と呼ばれるプレート内火山も地球上には多数存在し

ます。ホットスポット火山のマグマは下部マントル

またはマントルと中心核の境界層（深さ2，900km）

から上昇してくるマントルプルーム（マントル内の

熱異常の固まり）によって供給されています。「ホッ

トスポットは、地球深部の物質の情報を私たちに伝

えてくれる重要なドリルホールです。ホットスポッ

トに産する岩石でも、特に海洋地域のものは大陸地

殻の化学的な影響を考慮する必要がないことから、

それを解析する事でより簡単に地球深部を覗くこと

が可能です」

このグループではマントルプルームがマントルと

核の境界に生じることを検証しているほか、マント

ル内の成分がどのように生じるのか、地球システム

変動とプルiム活動の関連性などについて研究して

います。

最近の研究では、沈み込んだプレートがマントル

プルームに取り込まれている可能性が見えてきまし

た。「何の関係も持たないように考えられてきた沈み

込み帯とホットスポットが、地球内部では密接に関

係しあって地球の進化を担ってきたと考えられるよ

うになってきたのです」

「高温高圧岩石物質グループ」

このグループでは、高温高圧である地球内部の物

性に関する研究をおこなっています。実験室内で地

球内部に相当する温度圧力条件を再現し、岩石や鉱

物の相関係や結晶構造、弾性的性質、塑性流動特性

といった物理的特性を

温度・圧力の関数とし

て測定します。「この

グループの研究では、

分析・解析のプロフェ

ッショナルを擁する

IFREEの研究システム

が威力を発揮します。

さらに、数百万気圧という超高圧を再現できる装置をは

じめとした最新の機器類が、より精度の高い分析を可能

にしているのです」

マグマ学について

巽さんは、ご自身をマグマ学の専門家だといいます。

「岩石学というと、博物学的な研究と誤解されるので、

あえてマグマ学という表現をしています。マグマの発生

は、マントル物質の運動の結果として起きます。つまり、

マグマを解析することによってマントル物質の性質と運

動を推定できる可能性があり、さらにある種のマグマの

発生が全マントル規模の上昇流に対応しているならば、

マグマ学は全マントルダイナミクスの解明に重要な束縛

条件を与えてくれるはずです」

最後に、地球内部に光を当て、数十億年単位という長

大なスパンで地球の進化の秘密を探っていく研究につい

てうかがってみました。「この研究では、常により進歩

した包括的なモデルの提出が待たれています。モデリン

グは、あるモデルを提出する事が最終日的ではなく、次

のターゲットを探すためにおこなうものであるというの

が私の考え方です。あまり堅苦しく考えず、“しょせん

科学はお遊びなのだから”という姿勢を持つことによっ

て、自由な発想が維持され、そこから画期的な発見が生

まれるのではないでしょうか」

沈み込み帯におけるマグマ発生モデル

海洋リソスフェアー（プレート）

が海溝から地球の中へ沈み込ん

でいく領域（沈み込み帯）での、

マグマの発生をモデル化したも

の。黒矢印は水の移動を、オレ

ンジ色の矢印は物質移動を示し
ている

最新の分析機器を使って、岩石の特性をさまざまな角度から解析していく。
写真は表面電離型質量分析装置による岩石・堆積物中の同位体測定をしているところ

南西インド洋のホットスポット、

レユニオン島フルネーズ火山の

玄武岩質溶岩。岩石には、地球

内部の物質循環を知る重要なヒ

ントが隠されている

巽　 好　 幸

Y O SH IY U K I

T A T SU M I

19 54年 大阪府生まれ

19 7 8年 京都大学

理学部卒業

19 83年 東京大学大学

院理学系研究
科修了

理学博士

198 4年 京都大学助手

19 96年 京都大学総合人間学部教授
2 0 0 1年 固体地球統合フロンティア研究システム

地球内部物質循環研究領域　 領域長



FACE スタッフの横顔

HISAKO ITOH

海洋科学技術センター

総務部総務課係員・兼健康管理室看護婦

定期健康診断をはじめ眼科・歯科・特別検診などのスケ

ジュール作りとカルテの作成、けがの手当などセンター職

員の健康を管理し、さらにメンタルヘルスの相談などを受
けるのが伊藤さんの仕事です。

健 康 管理室 は、学校 の保

健 室 みたい なもの。健 康 に関

する ことは もち ろ ん、 職場 環

境 の こ とや介 護 の相 談 な ど、

誰で も気軽 に立 ち寄 って話 し

にこ れるよ うな場 所にす るの

が私 た ち看 護婦 の目 標で す」

と伊藤 さん

「看護婦さん」といえば、白衣を着て聴診器を首に掛

けている姿が定番・・。ところが伊藤さんの場合、オ

フィス着姿でパソコンに向かっていることの方が多いそ

うです。「仕事中や昼休みにケガをした方の手当や、調

子が悪くなった方の検温や血圧測定もしますけど、実質

的には事務が多いですね」と伊藤さん。JAMSTECでは、

労働基準法で定められた定期健康診断のほかに、電離放

射線や異常気圧下・有機溶剤などの特別検診もおこない

ます。伊藤さんの所属する健康管理室は、各検診の実

施・集計・報告・カルテ作成などを担当するため、事務

作業に時間をとられることが必然的に多くなるのです。

しかし、できるだけ多くの時間をさいて、一人ひとり

の職員に会うことを心がけていると伊藤さん。「私が

JAMSTECの看護婦を務めるようになって今年で12年

になります。現在では横須賀本部に勤務する役・職員お

よび業務協力員などを含め約600人にもなりますが、

ほとんど全員の顔と名前・部署名を把握しています。健

康管理というのは結局は人対人なんです。だから実際に

職員と顔を合わせ、どんな環境で働いているのかを知っ

ていなければ、健康を管理することはできないと思うん

です。そのためには単に健康管理室に職員の方が訪れる

のを待っているのではだめ。安全パトロールで月に1回

各職場を訪問する機会を設けています。また、私たち看

護婦の場合、どの棟・フロアーもフリーパスなので、ど

こかに行ったついでに近くのフロアーを見て回ることも

珍しくありません。実際に各部署内を歩くことで、光や

空調・音など職場環境の問題点を発見することができま

す。私たちが訪ねていくことで、多くの職員の方々と親

しくなれ、それがきっかけで健康管理の重要性を再認識

してもらうことができれば、という狙いもあります」

JAMSTECでは、放射線や有機溶剤などを扱ったり、

海に出て実験をおこなうなど、危険な環境下に身をさら

す研究者が少なくないので、健康管理の重要性も増しま

す。「特殊な作業者だけでなく、最近では研究者の行動

範囲が世界中に広がったため、日本だけでなく世界のさ

まざまな病気とその症状を把握する必要があります。こ

れなど、世界を舞台にするJAMSTECに務める看護婦な

らではの難しさです」

気軽に相談できる場所作りをしています

肉体的な健康を管理する一方で、精神衛生面の管理も

健康管理室の大切な仕事です。「精神的なストレスが肉

体に及ぼす影響は計り知れません。そこで、健康管理室

ではメンタルヘルスにも重点を置いてさまざまな相談を

受け付けています。とにかく気軽にこの部屋に来て相談

していただくのがなにより。私たちが各職場を訪問して

職員の方々と親しくなっておくことがこんな時に役に立

ちます。実際、週に20～30人の方がいらっしゃいます。

健康に関することはもちろん、人間関係の悩みやセクハ

ラ問題、両親の介護についてなど、実にさまざまな相談

が持ち込まれます。中には、研究に関わることは苦痛と

は思わないが事務仕事や人間関係が苦痛で・　、など

と思いのたけを吐き出していく方もいます。かなり“よ

ろず相談所”的な部分もあるのですが、私たちと話をす

ることでストレス発散になるなら喜んで話し相手になり

ますよ」と伊藤さん。

現在、JAMSTECには3人の看護婦がいます。今年9

月には、3人揃って第一種衛生管理者の国家資格を取得

し、さらに質の高い健康管理をめざしています。

「センターにとって職員は財産です。だから私たちの

仕事は財産管理をしているようなもの。危険と隣り合わ

せの仕事に就く人も少なくない分、仕事にも熱が入りま

す。ひとりでも多くの職員の方に健康管理に対する意識

を高めてもらえたら、これ以上のやりがいはありません」



気候変動研究の問題点とその突破口－真鍋淑郎博士さよなら講演－

地球フロンティア研究システムの

発足以来、地球温暖化予測研究領域

長を務めてきた真鍋淑郎博士が昨年

限りで同システムを退所する事にな

りました。そこで、2001年10月

26日に東京プリンスホテルのサン

フラワーホールで一般向けの最終講

演が盛大に開催されました。

温暖化予測のパイオニア

真鍋博士は1958年にアメリカに

渡り、米国気象局大気大循環研究課

の気象研究員に就任し、コンピュー

タを使った気候予測という新領域の

研究に従事し、世界に先駆けて二酸

化炭素の増加と地球温暖化の関係の

解明洋予測をおこなうなど、温暖化

予測のパイオニアとして輝かしい業

績をあげてきました。

約40年間に及ぶアメリカでの研

究の後、1997年に日本に戻り、地

球フロンティア研究システムの基礎

作りから地球温暖化予測の研究ま

で、幅広い活動をおこなってこられ

ました。ちなみに、真鍋博士が領域

長を務める地球温暖化予測研究領域

には、温暖化研究グループ・炭素循

環研究グループ・古気候研究グルー

プがあり、各グループが気象研究

所・防災科学技術研究所・海洋科学

技術センター・宇宙開発事業団など

と協力して、全球の長期観測に基づ

いたモデルの検証と、温暖化予測の

不確かさを減らす研究をしていま

す。

多数の参加者を集めた講演会

さよなら講演は平日に開催された

にも関わらず、会場内は数百人の参

加者で埋め尽くされ、真鍋博士の研

究によせる関心の高さをうかがわせ

ました。地球フロンティア研究シス

テム長の松野太郎氏、宇宙開発事業

団理事長の山之内秀一郎氏による開

会挨拶、文部科学省研究開発局長の

今村努氏の来賓挨拶に続いて、第一

部の講演がスタートしました。講演

タイトルは「大気海洋陸面結合モデ

ルによる気候変化の研究」で、真鍋

博士による最新の気候変化の研究が
2時間にわたって解説されました。

エピソード満載のインタビュー

昼食をはさんだ第二部では、松野

太郎地球フロンティア研究システム
長をインタビュアーに、インタビュ

ー形式で真鍋博士のこれまでの業績

を振り返りました。前半は「研究に

おけるキャリアと思い出」がテーマ

で、渡米のきっかけや放射対流平衡

モデルによる二酸化炭素増加研究、

Coupled modelなどについて。後

半は温暖化研究と社会、よい研究を

する秘訣、若手研究者に期待するこ

となどについての話が繰り広げられ

ました。今とは比較にならないほど

性能の悪いコンピュータを相手に悪

戦苦闘した苦労話や、地球温暖化が

世界的に注目を集めるきっかけとな

った1988年のアメリカ上院公聴会

での出来事など、最先端で活躍なさ

ってきた真鍋博士ならではの含蓄あ

るエピソードが随所にちりばめら

れ、あっという間に3時間が過ぎて

いきました。各項目ごとに質問者が

引きも切らず、熱意みなぎる講演

会＆インタビューとなりました。

後進の研究者にバトンタッチ

当初から「70歳まで」と決めて

いたという真鍋博士。昨年9月に

70歳の誕生日を迎え、当初の予定

通り後進の研究者にバトンタッチ

し、今後は長年住み慣れたアメリカ

に帰り、プリンストン大学の教官を

するかたわら、さらに研究を続けて

いくという言葉に満場から温かい拍

手が贈られました。

この後、海洋科学技術センター理

事の木下肇氏による閉会挨拶で、さ

よなら講演は幕を閉じました。さら

にこの日の夜、庭園レストランにお

いて、送別会がおこなわれました。

真鍋淑郎博士の一般向け最終講演を聞こう

と、東京プリンスホテルのサンフラワーホ

ールには、あふれんばかりの聴講者が集ま

った

第二部のインタビューは、和やかな雰囲気で進行。真鍋淑郎博士のユーモアたっぷりの言

葉に会場が湧く場面が何度も見られた。こちらも熱心な聴講者から、時間いっぱいまで多

数の質問が寄せられた

第一部の講演「大気海洋

陸面結合モデルによる気

候変化の研究」は、英語

でおこなわれた（同時通

訳有り）。難解な内容で

あるにもかかわらず、熱

心にメモを取る聴講者の

姿が。また、講演後には

多数の質疑応答が飛び交

い、時間切れになる一幕

も

真鍋淑郎（まなべ　しゅくろう）博士の略歴

生年月日：1931年9月21日
出身：愛媛県
学歴：1953年：東京大学理学部卒業
1955年：東京大学大学院修士課程修了
1958年：東京大学大学院博士課程修了　理学博士

職歴：1958～63年：米国気象局（Weather Bureau／ワシン
トンD．C）大気大循環研究課気象研究員

1963～68年：環境科学局（ESSA／ワシントンD．C）
地球流体力学研究室　上席気象研究員

1968～97年：米国海洋大気庁（NOAA／プリンスト
ン）地球流体力学研究室　上席気象研究員兼プリンス
トン大学客員教授

1997年～：地球フロンティア研究システム（横浜）
地球温暖化予測研究領域長

会員：米国科学アカデミー会員　ヨーロッパアカデミー外
国会員　カナダ王立協会外国会員　米国気象学会名
誉会員　日本気象学会名誉会員等

受賞：1966年：日本気象学会　藤原賞
1992年：米国気象学会　ロスビー研究メダル

旭硝子財団　第1回ブルー・プラネット学術
賞

1993年：米国地球物理学連合（AGU）
ルベルメダル

1995年：朝日新聞文化財団　朝日賞
1997年：ボルボ財団　ボルボ環境賞

1998年：欧州地球物理学会（EGS）
ミランコビッチメダル等



アジア・西太平洋海洋研究ネットワーク研修

海はひとつ

海を科学する心もひとつ

海洋科学技術センター本部および

むつ研究所などを会場に、アジア・

西太平洋海洋研究ネットワーク研修

が開催されました（2001年11／5～

11／30の4週間）。参加したのはパ

ラオ、マーシャル、フィジー、パプ

アニューギニアの海洋、地質分野で

活躍する若手技官、研究員4名。ト

ライトンブイなどをアジア、西太平

洋およびインド洋に展開して広域・

高密度・高精度の観測をおこなう海

洋科学技術センターにとって、沿岸

各国の理解と協力は不可欠であり、

将来の観測・研究に関する連帯も深

めなければなりません。

そこで昨年からアジア・西太平洋

沿岸の国から海洋関連機関の若い人

材を招へいし、最先端の海洋科学技

術研修を通じて自国周辺海域の海況

予測をおこなうポテンシャルを培う

支援を始めました。研修を通じて培

われた人脈を活用して、アジア・西

太平洋に観測ネットワークを築き、

センターが展開する観測ネットワー

クの運用・管理にも役立てる目的が

あります。

むつでは国際交流にも

一役買った参加者たち

プログラム第2・3週は、

厳しい冬が始まったむつ研究

所での研修でした。南の国か

ら来た参加者の中には生まれ

て初めて雪を見た人もいま

す。

海洋地球研究船「みらい」

の母港であるむつ研究所で

は、トライトンブイの専門家

などから講義と実習（観測機

器のメンテナンス、データ分

析など）を受けました。また、

小学校で自分の国の自然や文

化を紹介したり、地元の国際交流協

会メンバー宅でのホームステイも経

験しています。「小学校で発表する

レポートづくりのほうが大変だった

のでは」と、参加者と行動をともに

した担当者は振り返ります。長いよ

うで短かった4週間。参加者は自信

をつけ、終わりに近づくにつれてい

い表情になっていきました。

むつ研究所の近くにある国内最大

規模の風力発電所を見学する

（2001年11月22日）

むつ研究所茶道クラブによる茶会

（2001年11月16日）

PCなどを使って海洋観測のデータ処理などを学ぶ

（2001年11月9日）

欧米の温暖化促進　原因はアジアの大気汚染物質
大陸間を長距離輸送される

「大気汚染物質うまれ」のオゾン

地球フロンティア研究システム＊

の大気組成変動予測研究領域、秋元

肇領域長とオリバー・ワイルド研究

員は、北半球の東アジア・北米・欧

州の各大陸から放出される大気汚染

物質から生成するオゾン＊＊が、大陸

間を長距離輸送されることを明らか

にしました。

各大陸のなかでも、中国・日本・

韓国など特に東アジアで発生した大

気汚染物質から生成するオゾンが増

えると、上昇気流と偏西風に乗って

北米や欧州の上空まで到達し、地球

温暖化を促進させることもわかりま

した。また、地表に目を向けた場合、

東アジアには欧州からオゾン汚染の

影響がもたらされることも判明して

います。

これまで、対流圏（上空約10km

以下）におけるオゾンの北半球全域

にわたる大陸間長距離輸送のメカニ

ズムは解明されていませんでした。

成果は米国の地球物理学会誌『J

ournal of Geophysical Research』

に発表されて話題になりました。

汚染物質の増加とオゾンの関係を

コンピュータが解明

工場、自動車などから排出される

窒素酸化物や一酸化炭素などの大気

汚染物質は、大気中でオゾンを生成

します。産業活動の盛んな東アジア、

北米と欧州の各地域から放出される

汚染物質の排出量がそれぞれ10％

増えた場合、オゾンが対流圏のどこ

で、どの程度増えるのかを全球三次

元化学輸送モデルを用いてコンピュ

ータ予測しました。

その結果、東アジアの汚染物質の

排出量が増えると、生成したオゾン

は上空約10km前後まで上昇、偏西

風で北米や欧州に運ばれることがわ

かりました。対流圏ではオゾン濃度

が増加し、オゾンの分布高度が上が

ることで地上の気温上昇も大きくな

る特徴があります。つまり、東アジ

アからの汚染物質の放出が多くなる

ほど温室効果が促進されるわけです。

一方で、欧州の汚染物質によって

増加するオゾンは、比較的低空を輸

送されて東アジアにまで届きます。

＊宇宙開発事業団と海洋科学技術セ

ンターの共同プロジェクト

＊＊オゾンは成層圏（上空約8～55km付

近）では有害な紫外線から人類や生

物を守るが、高度の低い対流圏では

温室効果ガスとして働く

対流圏オゾンの増加の計算シミュレーション

米国における排出量を10％増加させた場合 ∃ーロッパにおける排出量を10％増加させた場合

ヨーロッパ起源のオゾンは、東アジアま
で低空輸送されることがわかった。

東アジアにおける排出量を10％増加させた場合

東アジア起源のオゾンは、対流圏上部に
達し、偏西風により北米、ヨーロッパま
で輸送されることがわかった。

人為起源NOxの排出量が特に多い地域、（東アジア、
アメリカ、ヨーロッパ）からのオゾン前駆体ガス（NOx、
CO、NMHC）の排出量がそれぞれ10％増加したと
仮定してオゾン生成の増加量を計算した。
その結果、オゾンが大陸間輸送されることが明らか
になった



IUGG2003
国際測地学地球物理学連合（IUGG）第23回総会．アジアで初めて札幌で開催

統一テーマは「State of the

Planet」（この惑星の今）

地球は今、環境への人為的影響が

顕在化するという未曾有の時期に突

入しています。人類は人口問題、資

源問題、温暖化問題、災害問題など

多くの重大な問題を世界に突き付け

ています。現代の地球・環境・生命

に関わる科学の果たすべき役割は極

めて大きいと言わざるを得ません。

これらの問題に挑戦するために

は、真に学際的なシステム科学的ア

プローチを取る必要があります。数

十年来の学問体系の敷居を超えて協

力すべき時です。あるいは産官学の

密接な協力も必要です。

その共通認識を高めるため、また

それを実行に移すために、2003年

IUGG総会は、国境・学問の壁を超

えて「地球の状態」の評価を開始し

ます。

今回のIUGG総会では、地球と宇

宙空間の物理、化学、数学的研究な

らびにその国際的協力の促進などを

目的としています。世界の測地学・

地球物理学・惑星科学研究者が一堂

に会するアジア初のこの会議を日本

において開催することは、我が国の

国際貢献という見地からも極めて意

義が深いと考えます。

IUGGとは

IUGGは1919年に設立された国

際的、学際的、網羅的な組織で、地

球・惑星科学研究およびその国際的

な発展の促進を目的とする国際学術

団体であり、現在76カ国が加盟、

傘下に7の協会（測地学、地震学・

地球内部物理学、火山学・地球内部

化学、地球電磁気学・超高層物理学、

気象学大気科学、水文科学、海洋物

理科学）を擁しています。また、我

が国におけるIUGGへの対応組織

は、日本学術会議地球物理学研究連

絡委員会であり、この下に、日本測

地学会、（社）日本地震学会、日本

火山学会、（社）日本気象学会、地

球電磁気・地球惑星圏学会、水文・

水資源学会、日本水文科学会、（社）

日本雪氷学会、日本海洋学会、日本

惑星科学会、日本陸水学会、（社）

土木学会、日本地下水学会、日本温

泉科学会、（社）砂防学会、日本地

球化学会が結集して緊密な連絡を取

っています。

IUGG2003年総会の概要

IUGG総会は4年に1回、世界各

地で開催されるもので、最近の開催

地はボールダー（米国コロラド、

1995年）、バーミンガム（英国、

1999年）となっています。総会開

催費は、参加者の登録料のほかに、

各加入国からの分担金、UNESCO

からの助成金、他の団体または個人

からの寄付金などによっています。

大会の運営は、開催国である日本の

組織委員会が中心となっておこない

ます。

予定されているセッションは、全

地球気候変動から21世紀深海掘削、

21世紀の地球科学教育および指針

まで多岐にわたりますが、特に学際

的な統一テーマの沿うものとして、

以下のユニオンセッションが提案さ

れています。

（1）予測・予知・予測可能性

（2）地球システムと地球変動

（3）地球内部の構造とダイナミクス

（4）火山弧の揮発性物質

（5）ジオリスク

（6）惑星の新しいセンサー

研究者・技術者のみならず、企業

などの関係者の方々にも、最先端の

状況やアイデアを得る、あるいは交

換する絶好の機会であるこの総会に

ついてご理解をいただき、積極的な

参加をお願いいたします。

開催期間：2003（平成15）年6

月30日～7月11日

開催地：札幌市（ロイトン札幌、厚

生年金会館、教育文化会館、札幌メ

ディアパーク）

参加見込：5，000～6，000人

主催：日本学術会議、日本測地学会、

（社）日本地震学会、日本火山学会、

（社）日本気象学会、地球電磁気・地

球惑星圏学会、水文・水資源学会、

日本水文科学会、（社）日本雪氷学

会、日本海洋学会、日本惑星科学会、

日本陸水学会、（社）土木学会、日

本地下水学会、日本温泉科学会、

（社）砂防学会、日本地球化学会

後援（予定）：文部科学省、海洋科

学技術センターほか

参加予定国：アフリカ（11か国）、

アジア・オセアニア（23）、∃ーロ

ッパ（32）、北・中央アメリカ（4）、

南アフリカ（6）以上76か国・5地域

IUGG2003年総会　組織委員会

委員長　上田誠也

（理化学研究所地震国際フロンティア）

副委員長　上出洋介

（名古屋大学大洋地球環境研究所）

総務幹事　末廣　潔

（海洋科学技術センター）

連結先

IUGG2003年事務局

〒237－0061　横須賀市夏島町2－

15　海洋科学技術センター　深海

研究部内

Eメールによる問い合わせ先

iugg_service＠jamstec．go．jp

ホームページ

http：／／www．jamstec．go．jp／

jamstec－e／iugg／

BOOK
海や地球のことを知りたい。地球

を体感する本を作りたい。著者の熱

い想いを海洋科学技術センターが受

け止めて実現しました。深海調査研

究船「かいれい」に乗り込み、三陸

沖の日本海溝で潜航する無人探査機

「かいこう」の映し出す深海の世界

を目の当たりにします。わからない

ことだらけの深海へのまなざしは、

驚きと感動に満ちています。子供向

けノンフィクションですが、大人に
も十分楽しめる内容です。

『深海底7500メートルの世界へ』

文・写真　ぬくみ ちほ

協力・写真　海洋科学技術センター

学研　本体価格1，200円（税込み）

【海洋科学技術センター出版物定期

購読のご案内】

●海洋科学技術センター試験研究報

告「Report of JAMSTEC」

年2回発行　定価：1，200円（税込み）

海洋科学技術センターで取り組む

研究成果を収録した学術論文誌で

す。

●JAMSTEC深海研究

「Deep Sea Research」

年2回発行　定価：2，000円（税込み）

八イパー海洋地球百科事典HPの紹介
http：／／www．jamstec．go．jp／o

pedia／index．html

多くの人たちに地球の科学につい

て興味と理解をもっていただこうと

海洋科学技術センターがセンターの

研究者・技術者向けに編集した「海

洋科学技術用語・略語集」をもとに、

ハイパー海洋地球百科事典ホームペ

ージを作りました。最初のページで

5つのテーマ、海と地球に関するよ

くある質問、百科事典検索へのリン

クができます。また、解説文を読ん

でいただき、使い

方についての意見

を送ることができ

ます。読者の反応

が、さらに充実し

た内容の百科事典

にしていきます。

さあ、ハイパーな

百科事典の世界へ

アクセスしてみて

ください。

●ご意見・

ご質問窓口

question＠

Jamstec．go．jP

まで、お気軽にど

うぞ。

有人潜水調査船「しんかい

2000」、「しんかい6500」を利用

した調査・研究成果を収録した学術

論文誌です。

お申し込みは、以下の内容をEメ

ールでお送りください。購読には

〈定価＋送料＋振込手数料〉がかか

ります。

定期購読を希望する刊行物名・郵

便番号・住所・氏名・機関名・所属
（学年）・TELもしくはFAX・Eメー

ルアドレスを明記のうえお申し込み

ください。

送信先 info＠jamstec．go．jp

●お問い合わせ　情報業務部情報

業務課　TEL．0468－67－9968

FAX．0468－67－9975

info＠jamstec．go．jp



読者のみなさんで作る、

元気いっぱいのページBEROOM
読者からのお便り

『海の広場』
●深海の情報を残しておきたい

私はホームページで、海洋科学技

術センターの情報をよく見ていまし

たが、とっておきたいページがたく

さんありました。でも、家のプリン

ターはいまいちなので、時間がたつ

と汚くなってきてしまいます。やは

り、本の方が嬉しいですね。大事に

しまっておけます。

秋田県秋田市　S・W（会社員）

●「海が大好き」ではいけない！

僕は暇さえあれば、サーフィンの

ために海に向かうヤツでしたが、こ

の本に巡り会って、海の大切さを教

えられました。大きな波を待ってい

るだけでしたが、この波が地球を活

かしているように思うようになりま

した。そして、この海の中に、たく

さんのことが凝縮されているように

感じます。僕もこの海の中にいると

きが、一番自然なんですね。

千葉県銚子市　Y・U（学生）

・海底の神秘

ブルーアースという本を、学校の

図書室で見つけました。表紙の写真

が目に止まり、はじめて手にしまし

た。

写真の説明に、『刺胞動物（ヤギ）

の仲間』と書かれていましたが、こ

れはどういう動物なんですか。どう

見ても、女性が胸に付けるブローチ

とか、インディアンの髪飾りのよう

にしか見えません。でも、この生物

は生きている・‥。どうやって、生き

ているのですか。とても不思議です。

何だか、疑問ばかりが残ってしまい、

もっと詳しく知りたくなりました。

どんなところで調べたらいいでしょ

うか、教えてください。

神奈川県横浜市　K・T（学生）

BEなんでも相談室
海が青く見えるのはなぜ・・・？

海の色には、空の色や雲、波の

状態などの影響も当然あります。

しかし、それらの影響がなくても

実際の海も青色に見えます。海水

中に光が進入してくると、光は海

水に吸収されてしだいに弱くなり

ます。この吸収される割合は色

（光の波長）によって異なります。

赤い（波長の長い）光が吸収され

る度合いが最も大きく、次に少し

波長の短い黄色という順で選択的

に吸収されます。従って、光が海

水中を進んでいくとき、次第に赤

い色が少なくなり、これにくらべ

て青い光はあまり変わらないので、

光は青みがかった色になってきま

す。この青みがかった光が、海水

そのものや海水中に浮遊する微粒

子（プランクトンや泥の粒子など）

に反射されて再び表面に送り返さ

れた光を見ているため、海は青い

色をしているのです。

なかには、青くない海もありま

す。浅い海（海岸沿い）では吸収

される光も少なく、植物プランク

トンが黄色の光を反射し、青い海

水の色と混じりあって、緑がかっ

て見えることがあります。黒海の

色が黒く見えるのは、酸素の含有

量が乏しく、硫化水素の濃度が高

いためです。紅海が赤く見えるの

は、海表面を赤くそめる藻類が季

節に応じて繁茂するからです。ま

た、黄海が黄色いのは、注ぎ込む

川が運んでくる黄色の泥を含んで

いるためです。（参考：海水の科学／阿部

友三郎著　NHKブックス　海の不思議がわかる

本／D・グロウズ著　HBJ出版局）

黒潮って…？

「黒潮」というのは、北太平洋

の時計回りの亜熱帯循環の西側の

部分、日本の南における海流の名

前です。（海外でもこの名前で通

る）。表面の流速は毎秒2mを超え、

北大西洋の湾流（ガルフストリー

ム）とともに世界最大の海流です。

1秒間に5000万トンの海水を運

んでいます。日本人がよく食する

カツオ、サバ、マグロなどは暖流

にすむ魚で、日本近海の暖流の代

表が「黒潮」です。

黒潮は単に直線的に流れるだけ

でなく、紀伊半島の沖合いに冷水

が出現するとそのまわりを大きく

迂回することがあり、黒潮の大蛇

行と呼ばれます。大蛇行は数年間

も続くことがあり、伊豆海嶺など

の海底地形がかかわる黒潮だけに

みられる現象です。「海洋のしくみ」よ

り

お便り・イラスト・写真、お待ちしています！

「BEルーム」は読者のみなさんが作っていくページです。みな

さんからの楽しいお便りやイラスト・写真など、たくさんの投稿

をお待ちしています。また、海洋に関する研究や活動をしている

クラブやサークル紹介などに参加していただける方々も募集して

います。小・中・高・大学のクラブ活動でもOKです。ぜひ参加し

てください。投稿はハガキ・封書・FAXなんでも受け付けています。

宛先：〒237－0061神奈川県横須賀市夏島町2－15

海洋科学技術センター　情報業務課　「Blue Earth』

編集室「BEルーム」係まで　FAX．0468－67－9975

第4回全国児童

「ハガキにかこう海洋の夢絵画コンテスト」作品募集

海について、あなたの夢をハガ

キまたは、ハガキと同じ大きさの

用紙に色をつけて描いてくださ

い。応募者全員に記念品を贈りま

す。

応募資格／全国の小学生

応募方法／郵便番号・住所・氏名

・電話番号・学校名・学年・絵の

題名をハガキの表に必ず記入して

ください。

応募先／〒237－0061神奈川県

横須市夏島町2－15　海洋科学技術

センター「絵画コンテスト」係

締め切り／平成14年2月15日

（金）当日消印有効

海に対する夢、期待について描か

れているもの。発想、表現に工夫

がみられ、独創的なもの。

賞（予定）／文部科学大臣賞1点、

横須賀市長賞1点、むつ市長賞1

点、日本理科美術協会賞1点、海

洋科学技術センター会長賞1点、

海洋科学技術センター理事長賞

（金・銀・銅賞吉2点）6点、アイ

デア賞5点、努力賞5点こ　佳作20

点

※入賞者には副賞を贈ります。

結果発表／選考会が終わり次第、

入賞者に直接通知します。また、

一般にも公表します。

主催／海洋科学技術センター

後援（予定）／文部科学省、横須

賀市、むつ市、名護市、横須賀市

教育委員会、むつ市教育委員会、

横浜市教育委員会、名護市教育委

員会、日本理科美術協会

お問い合わせ

海洋科学技術センター普及・広報

課　TEL．0468－67－9063

http：／／www．jamstec．go．jp／

第3回全国児童
「ハガキにかこう！海洋の夢
絵画コンテスト」
入選作品紹介

タツノオトシゴの形の潜水艦に乗って桂汰

くんが海中探検をしているところかな？きれ

いな色の海洋生物が印象的な作品です。

日本理科美術協会賞

題名：たつのおとしご号にのって

静岡県清水市浜田小学校1年生

若林桂汰くん

『Blue Earth』定期購読のご案内

発行日にお手元に届く便利な年間定期購読をご利用くださ

い。定期購読を申し込まれる方は、以下の内容をハガキかE
メールにてお送りください。

購読するためには、定価＋送料＋振込手数料がかかります。

●郵便番号・住所・氏名・機関名・所属（学年）・TEL・

FAX・E－mailアドレス・定期購読を希望する刊行物名－海と

地球の情報誌『Blue Earth』

■支払方法

●1年間一括（4月から翌年3月までの1年分を一括でお振

込いただけます）

●1誌毎（毎号送付する際に請求書を同封いたします。その

都度振込手数料がかかります）

，送り先　〒237－0061　神奈川県横須賀市夏島町2－15

海洋科学技術センター　情報業務課「Blue Earth」編集室

）送信先 info＠jamstec．go．jp

●お問い合わせ　海洋科学技術センター　情報業務部　情報

業務課　TEL：0468－67－9968　　FAX：0468－67－

9975　E－mail：info＠jamstec．go．jp



P R E S E N T
「2002年オリジナルカレンダー」

毎年、海洋科学技術センターで発行しているオリジ

ナルカレンダーを、抽選で10名様にプレゼントしま

す。

ブルーアースと同様、読者のみなさんの部屋を飾る

にはピッタリ。もちろん、見やすいデザインで、実用

性も十分です。「ハイパードルフィン」が撮影した深

海の生物たちの映像を、部屋の中で1年間満喫してく

ださい。

●応募方法

官製ハガキに、1．希望商品名　2．氏名　3．住所　4．

年齢　5．職業（学生の方は学年を）　6．電話番号　7．

いちばん興味を持った記事　8．『Blue Earth』への

ご意見学ご希望を明記のうえ、下記までご応募くださ

い。応募締め切りは、平成14年2月28日（木）当日

消印有効です。

●応募先

〒237－0061

神奈川県横須賀市

夏島町2－15

海洋科学技術セン

ター　情報業務部

情報業務課

『Blue Earth』編

集室プレゼント係

当選者発表

第55号『MOVIE HYPER DOLPHIN』

当選者

東京都台東区　大場　輔様

北海道小樽市　佐々木彰様

埼玉県川口市　中村明義様

をはじめ、計5名の方々が当選しました。

大波乱となった21世紀最初の年が終わり、新しい
年を迎えました。
新年号では、昨年11月に沖縄県名護市に完成した
「国際海洋環境情報センター」を特集しました。本セ
ンターは、平成11年12月に決定した沖縄北部振興策
の一環として高速データ伝送回線「ジャパン・ギガビ
ット・ネットワーク」を利用し横浜研究所などと直結
した情報センターです。本文中にも記載しましたとお
り、地元の新産業の創出につながることはもとより、
海洋科学技術センターにとっても研究開発の成果を広
く発信する拠点として重要な役割を果たすこととなり
ます。
沖縄周辺海域は、熱水噴出現象の盛んな深海底があ
りこれを対象とした深海調査や黒潮の調査や東シナ海

の物質循環などの研究のため、以前からしばしば、当
センターの潜水調査船や海洋調査船による調査観測が
おこなわれてきたこともあり、我々にとって大変親し
みのある地域です。今回、一日も早く海洋科学技術セ
ンターの活動を地元の方々に知ってもらうため、建物
の完成を待って直ちに開所式をおこないました。この
施設の全ての機器・設備が整うのが1月未、また、運
営のためのスタッフが勢揃いするのが3月中旬の予定
です。現在、「国際海洋環境情報センター」には室長
以下3名が本部から派遣されていますが、それ以外は
地元の方々にご協力頂いて運営の体制を整備すること
としています。現在でも毎日数十名の方々が見学にお

見えになっておりますが、今年度中にはコンテンツも
充実させ、スタッフの研修をおこない、文字通り情報

発信の基地とする予定です。読者のみなさんも沖縄に
お越しの節は是非お立ち寄りください，
一方、北の海の研究所としての機能を果たすため、
平成12年10月に「事務所」から「研究所」に昇格し

た「むつ研究所」の研究についても紹介しました。こ

のようにまさに北から南まで、海と地球についての研
究拠点の充実が図られました。今春には、「地球シミ
ュレータ」を中心とした横浜研究所の整備も完成しま
す。また、本紙がみなさんのお手元に届くころには地

球深部探査船「ちきゅう」も進水していることでしょ
う。

今年も海洋科学技術センターは、地球と海洋の研究
に邁進します。
読者のみなさんにとって本年がよい年でありますよ
う祈念しております。　　　　　　　　　　（M・K）
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ダーリアイソギンチャク Liponema multicornis（Verrill）

ヒゲウミシダ Heliometra glacialis (Leach)
写真中央はダーリアイソギンチャク。ダリアの花によく似ているところからこ

の名前が付けられています。薄いだいだい色のつややかなイソギンチャクで、水

深100m以深の砂泥底に生息し、大きなものは直径50cmを超すほど大型です。

体の下側に、岩などに付着するための定盤がありますがその力は弱いようです。

流れに乗って、転がるように海底を移動する様子が観察されています。

写真手前はヒゲウミシダ。植物のように見えますが、れっきとした動物でウニ
きょくひ

やナマコと同じ頼皮動物に属します。腕長35cmに達する大型種で生きている時

は淡黄色。漁師たちに「黄色の草」と呼ばれています。代表的な北洋種で、日本

海・オホーツク海では水深200～500mの深海底に生息しています。ウミシダの

仲間は、羽のような腕を使って踊るように泳ぐことが知られています。

取材協力：海洋生態・環境研究部　橋本惇
撮影年月日：1992年9月1日「しんかい2000」第642回潜航
撮影場所：日本海　佐渡島赤泊沖

海洋科学技術センター
Japan Marine Science and Technology Center

http://www.jamstec.go.jp/

定価300円（税込）
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